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§１．まえがき

ため池のような潅漑用貯水ダムは築造年代が古く老朽化し、漏水や堤体破損等により早急な改修が必要とされている。

特に市街化が進んだ地域での漏水対策工事では適切な遮水材を近くで確保しにくいため、必要な遮水材を外部調達をせず

に現地で確保されることが理想的である。そこで、ここでは遮水ゾーン築造のために現況堤体の貯水側法面を掘削した時

に発生する堤体土に貯水池内に堆積した底泥土を混合した粒度調整による遮水性改良法を検討するために、遮水性の不足

する堤体土に底泥土を混合した粒度調整土の締固め特性と透水特性を調べた結果を報告する。

§２．現況堤体土に底泥土を混合した遮水材について

　漏水が問題となる堤体では、漏水経路が特定された場

合を除き、遮水材により遮水ゾーンやブランケットを設

けることが多い。しかし最近では遮水材が入手できず早

急なこの種の対策を困難にしている。ここでは遮水ゾー

ン築造のために掘削して発生する堤体土(遮水性が不足)

に、貯水池内の底泥土を混合した粒度調整土の遮水材へ

の適用性を検討する。一般に底泥土は高含水比でほとん

どシルト･粘土分からなる超軟弱土なため、これを堤体

土に均一に混合しやすく、施工も比較的容易と思われる。

§３．粒度調整土の締固め特性

試験には静岡県内の西大谷ダムの堤体土とその貯水池

内の底泥土を用いたが、各試料の粒度曲線を図１に示す。

堤体土への底泥土の混合量は湿潤状態での体積混合比

nV=VFS/VBS=(ρBS/ρFS)･(WFS/WBS)

により表示する。
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図１　試料の粒度分布

図２　粒度調整土の締固め曲線

図３　粒度調整土の締固め特性
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なお各湿潤密度は

ρBS=1.93g/cm3(w=12.7％)、

ρFS=1.40g/cm3(w=120%)と

した。堤体土への底泥土

の混合は小型ミキサーで

2分間攪拌で行った。

堤体土と粒度調整土

nV=0.05～0.15 の締固め試

験による結果を図２に示す。

この図から堤体土と粒度

調整土の最大乾燥密度

ρopt、最適含水比 wopt、及

び混合含水比 wnを読み取

りｎVに対してプロットし

たのを図３に示す。これ

より nVに対して直線的に

ρopt が減少、wopt と wn

が増加することがわか

る。

§４．粒度調整土の透水特性

供試体 D/H=100mm/100mmはモールド内で 2.5kgラン

マーで突固めて作製した。粒度調整土の供試体はすべて

堤体土単体を締固め度DC= (ρd/ρｄmax)×100=90％に突固

められる締固めエネルギーは JIS A1210のA法による標

準締固めエネルギーECOを基準に作製した。図４には堤

体土単体の供試体を DCを変えて作製し、等方応力σCを

σC=10→20→･･→393kN/m2まで段階的に増加させ、各段

階で圧密終了後に透水係数 kTCを求める三軸透水試験を

行った結果(log kTC～logσC関係)を示す。これより堤体土

単体では十分な締固めをしても遮水性が得られず、何ら

かの遮水性改良が必要なことがわかる。次に、粒度調整

土の試験結果を図５に示す。堤体土と粒度調整土の kTC

はσCに依存し高いσCほど低下し、σCへの依存性は nV

が大きい方が強くなることがわかる。また堤体土単体で

はσC=10～100kN/m2領域で kTC=2×10－3～4×10－4cm/sec

であるが、nV=0.2の底泥土混合により kTCが 1～2オーダ

ー低下している。図６はσC=20～50kN/m2における透水

係数(kTC)20、(kTC)50と nVの関係を示すが、底泥土が nV=0.10

～0.20を越えると室内試験による遮水性基準値：kLab=(5.0

～1.0)×10－6cm/secをほぼ満足することがわかる。

§５．あとがき

漏水対策で入手困難な遮水材の代りに、現況堤体土に池

内の底泥土を混合した粒度調整土が十分利用でき、底泥土

を体積混合比でわずか 1～2 割程度(この値は堤体土単体で

の遮水性にもよる)の混合で十分な遮水性が確保できる。

図４　堤体土の透水特性 図５　粒度調整土の透水特性

図６　透水係数～底泥土混合比関係
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